
平成２５年度 入札監視委員会議事概要

航空自衛隊北部航空方面隊

開 催 日 及 び 場 所 平成２５年９月２６日（木） 北海道防衛局４Ｆ会議室

委 員 阿座上委員長（地域経済研究所理事長）
神谷委員（札幌医科大学客員教授）
菊地委員（北海商科大学教授）
木下委員（公認会計士）
津田委員（弁護士） （５０音順）

契約実施機関が締結する契約に関する審議
契約実施機関：航空自衛隊（北海道地区５機関）

審 議 対 象 期 間 平成２４年４月１日 ～ 平成２５年３月３１日

審 議 対 象 件 数 ４,６８３件

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について）

抽 出 件 数 ６件 （審議概要）
・契約状況の説明

一 般 競 争 ５件 ・対象案件より抽出された６件の
概要説明と委員会による審議

指 名 競 争 ０件

随 意 契 約 １件

意 見 ・ 質 問 回 答

○委員からの 【審議案件】
意見・質問

「一般競争」１者応札
① 特高電気設備保守点検及び

○それに対する 部品交換等
回答等 （千歳基地）

・予定価格調書の算定において ・部品単価を決定するためであ
落札者を含む５者から見積をと る。
っているが、本案件のうちの何
について見積が必要だったの
か。

・なぜ１者応札となったのか背 ・当初５者が入札参加予定だった
景を説明してほしい。 が、１者については入札当日交通

事故に遭ったため入札時間に間に
合わず、３者については工期予定
に人員不足が生じたため履行困難
となり、入札に参加しなかったも
のである。

・定期的に発生する案件なの ・毎年の点検であるが、部隊運用
か。 に影響を及ばさないよう停電させ



て作業できる時期を考慮し工期を
設定している。

・例年落札業者は同じか。 ・平成２２年度から同一業者で、
一番安価な業者が落札している。

「一般競争」１者応札
② 食器洗浄及び清掃作業等

（千歳基地）

・本案件は継続的なものなの ・継続案件であり、平成２２年度
か、また、１者応札となった背 から同一業者が落札している。他
景を説明してほしい。 に５者ほど業者はいるが、入札参

加の意思について聴き取ったとこ
ろ、業務に関するノウハウと価格
については今回の落札業者には勝
てないと思ったため入札に参加し
ないとのことであった。

・例年１者応札であれば、競争 ・新規参入業者の開拓、公告期間
性がないと感じるが、参入業者 の延長及び公告場所の拡大に努め
を増やす工夫はできないのか。 ている。

「一般競争」１者応札
③ 海上自衛隊建具補修工事

（稚内分屯基地）

・１者応札となった背景を説明 ・当初５者が入札参加予定だった
してほしい。 が、２者は事前調査で入札参加資

格の期限切れが判明し、１者は他
機関での工事を落札したため工期
予定に人員の確保ができなくな
り、１者は落札しても人員の確保
が難しいとの見解から辞退し、結
果的に１者応札となった。

「一般競争」１者応札
④ 内地精米８００Kg

（根室分屯基地）

・落札率１００％の理由を説明 ・予定価格の算定に当たり、前例
してほしい。 価格（前月納入価格）を採用して

いるため。

・契約相手方の実績を基に予定 ・予定価格算定に際し、複数社か
価格を算定することは、競争性 ら見積書を徴収できるよう工夫す
がないものととらえられてしま る。
うが、予定価格の算定において
工夫はできないのか。



「随意契約」１者随契
⑤ 特別管理廃棄物（PCB廃棄

物）の処理委託
（根室分屯基地）

・随意契約となった理由を説明 ・PCBの特別管理廃棄物処理の資
してほしい。 格を有する業者は、環境省のホー

ムページにおいて掲載されてい
る、今回の落札事業所１者のみで

、 。あったことから 随意契約とした

・見積額の妥当性については、 ・今回の落札業者のホームページ
どのように判断したのか。 に公表されている処理料金と、見

積書の金額が同額であったことか
ら妥当と判断した。

「一般競争」１者応札
⑥ 食器洗浄及び清掃作業等

（奥尻島分屯基地）

・１者応札となった背景を説明 ・離島という地域特性から、参入
してほしい。 できる業者は島内に１者しか存在

しない。江差町や瀬棚町において
新規に参入できる業者がないか確

、 。認したが 存在しない状況である

・毎年契約金額は同じか。 ・毎年作業量に変動があるため、
予定価格、契約金額は異なる。

委員会による意 特になし。
見の具申又は勧
告の内容


